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佐
井

村

村
民
憲
章

】
、
学

ぶ
意
欲

を
も
ち

、
知

性
と
良
識

の

あ

ふ
れ

る
村

を
つ
く
り

ま
す

。

一
、
健
康

と
安
全

を
心

が
け

、

明

る
く
楽

し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労

を
喜

び
、

力
を
合

わ
せ
て

豊

か
な

村
を

つ
く
り

ま
す
。

一
、
自
然

を
守

り
、
人

を
愛
し

、

心
や

さ
し

い

村
を
つ

く
り
ま

す
。

一
、
心
身

と

も
に
健
全

な
子

の
育

つ

暖
か

い
家

庭

と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

四
月
八
日
、
管
内
六

校
①
小
学
校
で
、
∧
学

寸
六万
行
杓
机
水
し
た
。

今
年
、
ビ
カ
ビ
力
①

一
年
生
言
付
っ
左
①
は

六
十
七
名
。

担
任
①
先
生
口
名
前

を
呼
ば
机
る
と
、
元
気

な
毋
匸
″ハ

ー
イ
々
と
答

几
る
我
が
子
①
姿
二

、

父
母
訖
↑つ
七
満
足
気
愚

様
子
で
見
守
っ
て
八
ま

し
左
。



私
た
ち
の
村
の
豊
か
な
自
然
味

あ
ふ
れ
る
四
季
折
々
の
特
産
物
と
、

特
産

ビ
バ
を
使
っ
た
木
工
芸
品
な

ど
を
会
員
の
方
々
へ
送
り
届
け
る

シ
ス
テ
ム
を
、
村
お
こ
し
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
に
は
、
私
た
ち
の
村
の
出

身
者
に
限
ら
ず
、
当
村
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
、
興
味
の
あ
る
方
、
ふ

る
さ
と
の
味
と
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
た
い
方
、
特
産
物
を
お
求
め
に

な
り
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。

お
届
け
す
る
ふ
る
さ
と

パ
ッ
ケ

ー
ジ
は
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月

の
三
回
で
、
山
海
の
幸
は
、
産
地

直
送
で
す
の
で
新
鮮
さ
も
バ
ッ
グ

ン
、「
絶
対
の
お
買
得
」
と
自
信
を

持
っ
て
お
す
す
め
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、

ご
降
司
、
ご
入
会
く
だ

さ
い
。

Λ
会
員
に
な
り
た
い
方
は
▽

・
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
な
れ
ま
す
。

Λ
入
会
金
▽

・
会
費
は
、
年
間
二
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Λ
会
員
に
な
ら
れ
た
方
へ
は
▽

・
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
の
会
員
券

を
お
送
り
し
ま
す
。

・
年
三
回
、
下
記
の
よ
う
な
ふ
る

さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま

す
。

Λ
申
し
込
み
期
限
▽

・
昭
和
六
十
年
五
月
三
十
日
／
切

Λ

お
問

い
合
せ
▽

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業
協

議
会
事
務
局

＝
佐
井
村
役
場
・
農
林
経
済
課
＝

昔
○
一
七
五

こ
二
八
）
二
一

二

本

団

団

長

渋

谷

政

治

ク

副

団

長

横

浜

正

一

夕

多

宮

川

勉

ク

分

団

長

島

野

芳

丈

ク

副

分

団

長

松

谷

勇

助

ク

部

長

坪

谷

正

隆

ク

班

長

大

石

光

範

第

一

分

団

分

団

長

中

村

喜

一

副

分

団

長

内

田

慎

一

第

二

分

団

分

団

長

横

浜

松

雄

副
分
団
長

津
田
勝
砲

第
三
分
団
分

団

長

佐
藤
良
一

副
分
団
長

加
藤
唯
一

第
四
分
団
分

団

長

｛
呂
川

苺

副
分
団
長

木
下
重
き

第
五
分
団
分

団

長

東
出
幸
恚

副
分
団
長

横
浜
芳
男

第
六
分
団
分

団

長

大
石
義
一

副
分
団
長

大
坂

隆

第
七
分
団
分

団

長

田
中
正
行

副
分
団
長

田
中
義
一

第
八
分
団
分

団

長

竹
内
重
窖

副
分
団
長

荒
川
昭
恚

村
ヘ

ー
○
○
万
円
辟
増

三
月
二
十
八
日
、
㈱
電
発
環
境

緑
化
セ
ン
タ
ー
大
間
調
査
所
か
ら
、

交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
役
立
っ

て
ほ
し
い
と
、
一
〇
〇
万
円
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
佐
井
村
民
が
一
丸
と

な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組

み
、
交
通
事
故
の
な
い
、
明
る
い

村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

に
感
銘
し
て
、
少
し
で
も
お
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
す
。

村
で
は
、
こ
の
Ｉ
〇
〇
万
円
を

交
通
安
全
母
の
会
等
の
助
成
と
交

通
遺
児
の
た
め
に
役
立
て
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
四
、
一
八
一
日
の
輝

し
い
目
標
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
な
い
、
明
る
く
住

み
よ
い
佐
井
村
を
目
指
し
、
今
後

と
も
住
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

村

職

員

移

動

四
月
一
日
付
け
で
、
次
の
と
お

り
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

建
設

課
長
補

佐

奥
本

昭
彑

農
林
経
済
課
主
査

田
名
部
孝
怛

建

設

課
主
事

藤
田

隆

総

務

課
主
事

奥
本

章
子

民
生
相
談
課
主
事

内
藤

珠
子

新
採
用

保

育

所
保
母

樋
口

聖
子



空

き

缶

は

”
ゴ

ミ

な

心
が
け
し
だ
い
で
ど
ち
ら
に
も
な
り
ま
す

「

持

ち

運

び

に

便

利

だ

か

ら

」「

自

動

販

売

機

な

ど

か

ら

手

軽

に

買

え

る

か

ら

」

な

ど

の

理

由

で

ジ

ュ

ー

ス

や

ビ

ー

ル

な

ど

の

缶

入

り

飲

料

が

大

モ

テ

で

す

。

一

年

間

拉

飲

ま

れ

る

数

は

、

何

と

百

億

個

。

十

数

年

前

に

比

、、へ
。て

、

約

十

倍

に

膨

れ

上

が

っ

た

計

算
で
す
。

確
か
に
、
手
軽
で

丈
夫
で
、
保

存
の
き
く
缶
入
り
飲
料
は
、
消
費
者

に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
。
し
か
し
そ

の
一
方
で
、
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
が
、
日
本
の
自
然
や
町
並
み
を
汚

し
て
い
ま
す
。

環
境
庁
が
調
、べ
た
「
空
き
缶
の
投

げ
捨
て
理
由
」
を
見
て
み
る
と
、
近

く
に
ゴ
ミ
箱
が
な
か
っ
た
か
ら
（
四

三
％
）
、
自
動
車
に
乗
っ
て
い
て
始
末

に
困
っ
だ
か
ら
二

四
・
六
％
）
、
ゴ

ミ
箱
や
家
ま
で
持
ち
運
び
が
面
倒
だ

っ
た
か
ら

二

∵

九
％
）
な
ど
が

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
投
げ
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
は
、
地
域
の
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
一
つ
一
つ
拾
わ
れ
ま
す
。
拾
わ
れ

た
空
き
缶
は
、
環
境
庁
の
調
査
で
分

か
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
、
一
年
間

に
四
億
四
千
万
個
、
実
際
は
こ
れ
よ

り
は
る
か
に
多
い
数
字
に
な
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
拾
っ
て
も
、

次
か
ら
次
へ
と
捨
て
て
い
く
人
が
後

を
断
た
ず
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、

と
い
っ
た
声
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
缶
を
投
げ
捨
て
た
経
験
の
あ

る
あ
な
た
、
道
路
や
公
園
は
ゴ
ミ
捨

て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の

捨
て
た
空
き
缶
が
、
だ
れ
か
の
手
を

煩
わ
す
Ｉ

。
こ
の
言
葉
を
も
う

Ｉ

度
か
み
し
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

新

鮮
な

空

気

と

。
緑

”
を

求

め
て

、

山

に

来
て

い
ま

す

。

あ
な

た

は
乾

い

た

″
の

ど
″

を

潤

そ
う

と

、

缶
ジ

ュ

ー
ス

を

一
気

に
飲

み
干

し

ま

し

た
。

片

手

に

は
空

き

缶

、
周

り

を

見

渡
し

て

も

ゴ

ミ
箱

は

あ

り
ま

せ

ん

。

さ

て

あ
な

た

は
そ

の

空

き

缶
を

ど
う

し

ま

す

か
。

そ

の
場

に
捨

て
て

し

ま

う
？

そ

れ

と

も

ゴ
ミ

箱

の

あ

る
所

ま
で

持

ち

帰

る
？

空

き

缶

が
単

な

る

ゴ
ミ

と

な

る

か

あ

る

い
は
資

源

と

し

て
再

利

用

さ

れ

る

か
は

、

あ
な

た

の

選
択

に
よ

っ

て

決

ま

り

ま
す

。

空

き

缶

の
原

料

と

な

る

の
は

鉄

と

ア

ル
ミ
。

言

う

ま
で

も
な

く

、

海
外

か
ら

輸
入

し

て

い
る

。
貴

重

な

資
源

”

で

す

。

回
収
さ
れ
た
ア

ル
ミ
缶
は
、
再
び

ア
ル
ミ
缶
と
な
っ
て
み
な
さ
ん
の
前

に
姿
を
現
し
ま
す
。
こ
の
場
合
に
か

か
る
電
力
は
、
原
料
か
ら
新
し
く
製

品
化
す
る
際
の
二
十
七
分
の
一
で

済

む
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
ス
チ
ー
ル
（
鉄
）
缶
は
、

電
炉
工
場
で

鉄
筋
や
鉄
板
と
な
っ
て
、

ビ
ル
や
船
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
空
き
缶
は
貴
重

な
資
源
１

．
う
ま
く
再
生
利
用
す

れ
ば
、
資
源
や
子
不
ル
ギ
ー
を
大
幅

に
節
約
で
き
る
の
で
す
。

ゴ
ミ
に
す
る
も
し
な
い
も
あ
な
た

次
第
１

．「
使
い
捨
て
」
と
い
う
言

葉
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
空

き
缶
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
場
所
に
捨

て
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。



教

職

員

移

動

○

転

出

し

た

先

生

原
田
小

学
校

教
頭

野

藤

基

三

教
諭

高
清
水

博

佐
井
中

学
校

教
諭

奥

本

算

人

教
諭

奈
良
岡

裕

教
諭

沢

田

夏

子

講
師

藤

田

彰

彦

講
師

山

本

睦

子

教
諭

佐

藤

偉

佐
井
小

学
校

教
頭

二

宮

隆

敦
諭

佐

藤

貴

子

教
諭

佐

藤

夕

力

講
師

龠

光

美
奈
子

主
事

佐
々
木

浩

輝

磯
谷
中
学
校

校
長

柿

崎

忠

雄

教
頭

今

村

満

教
諭

奈

良

亶
］

悟

教
諭

大

堀

聡

子

長
後
中
学
校

校
長

今

村

信

夫

教
諭

今

井

正

手

教
諭

沢

田

光

芳

教
諭

沢

田

節

手

（
退
職
）

講
師

田

村

徳

手

講
師

瀬

川

秋

子

福
浦
小
中
学
校

教
頭

三
津
谷

常

四

教
諭

工

藤

ス
ヅ
ヱ

教
諭

都
谷
森

五

郎

教
諭

都
谷
森

孝

手

養
教

五
十
嵐

睦

手

（
退
職
）

牛
滝
小
中
学
校

校
長

加
賀
谷

金

男

（
退
職
）

以
上
の
先
生
方
が
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
方

に
は
永
年
に
亘
り
佐
井
村
の
子
供

た
ち
の
教
育
向
上
の
た
め
、
ま
い

進
い
た
だ
き
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。○

転

入

し

た

先

生

原
田
小

学
校

教
頭

加

藤

宝

教
諭

八
木
橋

勝

治

佐
井
中

学
校

教
諭

柴

田

憲

秀

教
諭

筑

田

理

教
諭

鎌

田

耕

史

教
諭

菅

井

盛

基

教
諭

申

賀

確

子

講
師

葛

野

一

彦

佐
井
小

学
校

教
頭

浜

田

昭

三

教
諭

大

堀

聡

子

教
諭

長

崎

勝

已

教
諭

山

田

麻
生
子

教
諭

八

木

理
加
子

主
事

小

林

尚

治

磯
谷
小
中

学
校

校
長

今

井

次

治

教
頭

船

越

義

雄

教
諭

赤

平

房

代

教
諭

木

幡

文

彦

長

後
小
中
学
校

校
長

三

国

悛

光

教
諭

工

藤

優

子

教
諭

佐

藤

桙

教
諭

佐

藤

夕

力

教
諭

三

浦

義

孝

教
諭

三

国

春

枝

福
浦
小
中
学
校

教
頭

瀬

川

一

雄

教
諭

山

中

智

養
教

山

中

真
樹
子

牛
滝
小
中
学
校

校
長

野

崎

一

郎

以
上
の
先
生
方
が
お
い
で
に
な

り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三

級

坪

谷

麻
実
子

四

級

若

山

義

幸

若

山

明

子

須

藤

伸

子

宮

川

尚

美

七

島

龍

治

津

田

昭

子

五

級

樋

口

奈
央
子

六

級

田

中

麻

弓

今

川

教

子

若

山

幸

弘

七

級

抃

韻

八

級

阿

部

香

織

若

山

優

子

佐
々
木

美
加
子

三

好

正

人

○
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
渋
田
教
室
）

二

級

館

脇

る
み
子

三

級

館

脇

慎

吾

辻

雅

勝

浜

野

さ
お
り

川

畑

拮

子

四

級

館

脇

由
紀
江

瀬

原

富
貴
子

五

級

奥

本

城

司

横

浜

の
り
子

金

沢

賢

悟

六

級

石

黒

紀

夫

宮

野

亶
］

樹

與

本

祐

一

福

田

一

臣

浜

野

忠

春

七

級

吉

川

務

七

戸

賢

枝

木

下

ひ
と
み

○
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
Ｉ

へ
下
欧
政
苡
ち



派遣社会教育主事

畑 井 誠 司

「

明

る

く

、
住

み

よ

い
村

づ

く

り

」

を

め

ざ

す

佐

井

村

に

、

こ

の

度

の

定

期

異

動

で

県

か

ら

派

遣

さ

れ

ま

し

た

、
畑

井

社

教

主

事

で

す

。

長

い
牧

員

生

盾

か

ら

雛

れ

て

、

東
通
村
を
皮
切
り
に
、
大
間
町
、

風
間
浦
村
で
社
会
教
育
を
担
当
し

て
き
ま
し
た
。

社
会
教
育
と
ひ
と
口
に
言
っ
て

も
、
そ
の
分
野
は
広
く
腦
の
厚

い

仕
事
で
す
。
今
ま
で
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
な
が
ら
、
佐
井
村
独

自
の
社
会
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
、

住
民
と
一
体
と
な
っ
て
佐
井
村
民

の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参

り
た
い
覚
悟
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

図 田 砂 図 ㈲ 白－

野外生活の知恵
サ ，ｎ イ バｊｌ，入 門

囗
－

プ
ーワ
ー
ク
を
覚
え
る

「結び」は、人類が最も早く身につけた技

術の一つ。建築、農耕、運ぱんの発達は「結

びの技術」なしに はありえませんでし た。昔

の人の知恵と工夫を、ロ ープ ・ワ ークから 学

び取ってく ださい。

・・もやい結び ロ ープの太さにかかわ

らず、結びやすく安全 で確実な輪がつ く

れるので、゙結 びの王様″ といわれます。

●・投げなわ結び’－一一一一ロープの端に固定し

た輪をつくるときに便利です。

●・よろい結びｌ－‥一一ローブの 中間に輪をつ

くり ます。人 が肩を入れて、 重い物を引

く場合に使います。

卜・てぐす結び 一釣糸などの、すべりや

すい糸やひ もを結びつけるときに使い ま

す、

Ｓ・荷物の十字かけ ‥一一小包などを締めて、

緩 まないようにします。

※Ｉ結ひｊは．劉て見ると艱しそうです力气

実陪匚やってみ几は鬮車てす

学校教育①

自
己
教
育
力
を

伸
ば
す

今
日
の
よ
う
に
、
社
会
や
経
済
、

科
学
が
急
速
に
進
展
す
る
時
代
で

は
、

学
校
教
育
で
得
た
知
識
が
す
ぐ
に
古

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
学
校
で
習

わ
な
か
っ
た
技
術

が
新
し
く
開
発
さ

れ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時

代
に
な
る
と
、
学

校
教
育
の
あ
り
方

は
、
以
前
と
は
だ
い
ぶ
違
っ
た
も
の

に
な
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
小
学
校

か
ら
高
等
学
校
に
か
け
て
の
学
校
教

育
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

匸
疋

の
知
識
や
技
術
を
学
ん
で

い
る
だ
け

で

ぱ
、
す
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。
む

し
ろ
、
学
校
を
出
て
か
ら
も
学
び
続

け
る
意
欲
を
育
て
、
物
事
を
自
ら
進

ん
で
考
え
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
、

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

学
習
へ
の
意
欲
は
知
的
好
奇
心
か
ら

わ
た
し
た
ち
は
学
校
で

い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
の
中
で

も
生

涯

に
わ
た
っ
て
学
習
を
続
け
る
た
め

に
必
要
な
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

学
習
へ
の
意
欲
を
も
つ
こ
と

一

学
習
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
は
、
学
習
へ
の
意
欲
は
何
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
各
人
の
知
的
好
奇
心
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
は
、
た
え
ず
何
か
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す

そ
の
中
で

目
新
し
い
こ
と
に
接
し

て
驚
い
た
り
、
今
ま
で
の
自
分
の
理

解
と
食
い
違
っ
た
こ
と
に
出
合
っ
て

疑
問
を
も
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し

た
刺
激
に
よ
っ
て
好
奇
心
が
目
を
覚

ま
す
こ
と
か
ら
、
人
々
の
知
的
な
探

索
が
始
ま
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

子
供
に
学
習
意
欲
を
も
た
す
に
は
、

知
的
好
奇
心
を
か
き
た
て
る
よ
う
な

工
夫
、
環
境
づ
く
り
を
学
校
教
育
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
し

自
分
で
考
え
判
断
す
る

次
に
、
学
習
の
仕
方
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

学
校
教
育
で
は
、
基
礎
的
な
知
識

や
技
術
を
学
習
し
ま
す
が
、
そ
れ
を

単
に
暗
記
す
る
だ
け
で
は
、
本
当
の

学
習
の
仕
方
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
が
や
が
て
学
校
を
出
て
、

生
涯

に
わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
思
考
、
判
断
す
る
機

会
を
豊
富
に
授
業
に
と
り
入
れ
る
、

問
題
解
決
的
な
学
習
を
行
う
、
と
い

っ
た
配
慮
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

お
う
盛
な
知
的
好
奇
心
が
バ
ネ
と

な
っ
て
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
事
柄

を
自
分
の
や
り
方
で
学
習
し
て
い
く

Ｉ

―
こ
う
な
れ
ば
、
学
習
す
る
こ
と

が
楽
し
く
な
り
、
知
識
も
ま
す
ま
す

豊
か
に
な
り
、
技
術
も
い
っ
そ
う
確

か
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

学
習
意
欲
を
も
气

主
体
的
に
自

己
を
高
め
て
い
く
能
力
を

。
自
己
教

育
力
”
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

学
校
教
育
の
役
割
は
、
何
よ
り
も
ま

ず
、
子
供
た
ち
の
自
己
教
育
力
を
伸

ば
し
て
や
る
こ
と
だ
と
言
え
ま
し
ょ



社
翕
臘
肓
紀
よ
り

佐
井
村
生
涯
教
育

推
進
事
業

学
校
を
卒
業
し
た
と
た
ん
に
、

学
ぶ
こ
と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
の

で
は
、
こ
の
ご
ろ
の
よ
う
な
進
歩

し
た
世
の
中
で
は
、
と
て
も
つ
い

て
い
け
な
い
。
学
ぶ
と
い
う
こ
と

を
あ
ま
り
固
苦
し
く
考
え
な
く

て
、
テ
レ
ビ
や
週
刊
誌
を
見
る
だ

け
で
な
く
、
も
う
少
し
た
め
に
な

る
本
を
読
む
と
か
、
講
演
を
き
き

に
い
く
と
か
、
ち
ょ
っ
と
気
を
つ

け
れ
ば
、
機
会
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
問
題
は
学
ぼ
う
と
す
る
態
度

と
気
持
ち
で
あ
る
。
そ
う
し
た
親

の
態
度
に
対
し
て
生
涯
に
お
け
る

各
年
代
に
対
す
る
学
習
活
動
の
一

環
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
二
ヶ
年

継
続
で
、
「
佐
井
村
生
涯
教
育
推

進
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

臨
教
審
及
び
県
生
涯
教
育
推
進

会
議
等
、
各
発
達
段
階
に
お
け
る

学
習
活
動
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
も

県
費
補
助
を
得
、
従
来
の
学
級
、

講
座
と
平
行
し
て
次
の
学
級
、
講

座
を
新
設
し
ま
す
。

ヤ

ン

グ

ミ

セ

ス

講

座

２０
才
代
、
３０
才
代
の
婦
人
を
対

象
に
、
趣
味
や
教
養
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
料
理
、
婦
人
問
題
等
の
講
座

を
大
佐
井
地
区
と
古
佐
井
地
区
の

２
コ
ー
ス
に
分
け
て
実
施
す
る
。

家

庭

教

育

学

級

就
学
前
、
小
学
校
低
学
年
、
高

学
年
、
中
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
父

母
を
対
象
に
、
望
ま
し
い
家
庭
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
４
コ
ー
ス

に
分
け
て
実
施
す
る
。

家

庭

教

育

研

究

大

会

家
庭
教
育
学
級
の
学
習
を
ふ
ま

え
て
、
講
演
や
事
例
発
表
等
を
通

し
て
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
学
習

す
る
。

成

人

講

座

村
内
の
成
人
を
対
象
に
、
講
演

と
視
聴
覚
教
材
を
使
用
し
、
望
ま

し
い
址
域
社
会
づ
く
り
の
あ
り
方

に
つ
い
て
学
習
す
る
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
広
報

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

爿
磯
谷
家
庭
教
育
講
演
会

第５回

函
館
・
下
北
交
流

婦
人
視
察
団
員
募
集

昭
和
六
十
年
度
の
函
館
、
下
北

交
流
婦
人
視
察
派
遣
事
業
の
打
ち

合
せ
会
議
が
も
た
れ
、
日
程
等
が

決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
派
遣
事
業
は
、
函
館
地
方

と
下
北
地
方
の
経
済
、
文
化
等
の

施
設
や
婦
人
活
動
状
況
を
視
察
し

両
地
方
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
理

解
と
認
識
を
深
め
、
当
村
に
お
け

る
婦
人
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

募
集
要
項

・
期
日

昭
和
６０
年
６
月
７
囗
、

・
視
察
地

北
海
道

戸
井
町

・
募
集
人
員

５
名

・
参
加
経
費

無
料
。
但
し
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
費
二
百

円
は
参
加
者
負
担

・
参
加
対
象

村
内
婦
人
団
体
・

グ
ル
ー
プ
等
の
婦
人

・
申
込
。’に
切

昭
和
６０
年
５
月
１０

・
申
込
先

教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
（
ａ

二
一
一
〇
）

共

通

利

用

券

発

行

の

お

知

ら

せ

県
内
ど
こ
の
公
共
図
書
館
か
ら

で
も
図
書
資
料
が
借
り
ら
れ
る
共

通
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
佐
井
村
中
央
公

民
館
図
書
室
（
昔
二
一
一
〇
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家

庭

教

育

電

話

相

談

の

お

知

ら

せ

ご

家

庭

を

齟

よ

『

ふ

牡

あ

い

テ

レ

ホ

ン

』

青
森
県
で
は
子
ど
も
た
ち
の
す

こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
電
話
に

よ
る
家
庭
教
育
の
相
談
を
始
め
ま

し
た
。
小
中
学
生
を
お
持
ち
の
方

子
育
て
に
つ
い
て
お
困
り
の
と
き

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
任
の
づ
Ｔ
フ
ン
相
談
員
が
お

答
え
し
ま
す
。

★
電
話
番
号

○
一
七
七
（
三
四
）
八
一
八
一

★
相
談
で
き
る
曜
日
と
時
間

毎
週

水
・
木
・
金
曜
日

一
〇
：

○
○
～

匸
（
：

○
○

・
相
談
上
の
秘
密
は
、
固
く
守

り
ま
す
。
青
森
県
教
育
委
員
会



昭
和
５９
年
度
各
地
区
公
民
館

皆
勤
・
精
勤
賞
授
与
者

◇
牛
滝

浜
野
春
江
、
長
谷
川
は

な
子
、
竹
内
百
合
子
、
竹
本
タ
イ
、

竹
内
祥
子
、
坂
井
だ
よ

◇
福
浦

山
本
よ
し
、
竹
本
な
る
、

田
中
信
子
、
田
中
栄
子
、
田
中
い

ま
、
柳
田
君
子
、
柳
田
順
子

◇

長
後

大
石

義
一

（
皆
勤
）
、

緇
間
う
め
、
池
田
ふ
さ
子
、
滝
本

千
代
◇

磯
谷

田
中

さ
き

（
皆
勤
）
、

柳
谷
智
和
子
、
横
浜
志
保
子
、
福

田
朝
子
、
福
田
静
江
、
横
浜
美
代

子
、
横
浜
や
え
、
田
中
洋
子
、
東

出
さ
く
、
福
田
友
子
、
川
村
美
代

子
、
田
中
と
し
子
、
横
浜
よ
く
子

◇
矢
越

館
脇
シ
ズ
エ
、
宮
川
ツ

サ
、
館
脇
昌
子

◇
川
目

中
村
哲
雄
、工
藤
敏
秋
、

工

腰
時
夫
、
川
谷
節
子
、
加
藤
伴

子
、
宮
沢
美
江
子
、
工
藤
昌
子
、

上
山
は
ま
、
今
文
子

◇
原
田

鹿
島
勝
子
、
宮
田
良
子
、

佐
藤
の
り
子
、
宮
田
洋
子
、
松
本

十
糸
子
、
松
沢
百
合
子
、
本
部
す

い
子
、
米
沢
て

る
子
、
下
山
き
よ
、

大
水
て
つ
、
松
村
ぬ
え

◇
佐
井
婦
人
講
座

石
戸
美
矢
子

（
皆
勤
）
、
川
岸
キ
ヨ
子
、
渡
辺

て
つ
、
浜
中
よ
ん
、
磯
川
マ
サ
子
、

竹
本
栄
子
、
島
野
房
子

ＸＩ
長

後

地

区

館

１
矢
越
地
区
館

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳
句
と
短

歌
教
室

俳

句
浜
中

よ
ん

真
先
に
庭
を
彩
ど
る
福
寿
草

サ
ル
ス
ヘ
じ
咲
く
こ
ろ
祈
○
弖

牙

摘
み
杢
連
の
芽
吹
き
数
え
て
貯
め
り

春
早
し
芽
吹
与
太
弓
寸
ナ
ナ
カ
マ

ド

菊
池

み
や

若
も
の
へ
醫
る
借
家
口
春
と
も
し

竺

斤
西
風
と
き
に
は
潮
の
香
万
紛

机引
島
の
声
伝
わ
り
く
ま
だ
朝
寝

川
岸
キ
ョ
子

嫁
ぎ
来
て
紆
の
倡
他
春
彼
岸

春
雨
や
剪
定
欽
の
錆
翳
り

祝
婚
膽
嫁
の
か
ん
ざ
し
蕗
の
と
う

生
大
根
刻
心
音
は
ず
心
春
厨

蕗
の
と
う
ぼ
ろ
苦
き
味
春
越
し
ぬ

泉
田
タ
ッ
子

潮
の
香
を
春
風
運
川
づ
た
い

雪
消
え
し
川
原
ひ
か
り
て
蕗
の
喜

綿
毛
付
け
ゆ
ら
ゆ
弓
風
の
猫
柳

老
銀
杏
梢
を
わ
た
る
春
の
風

田
名
部
ヒ
サ

又
し
て
七
春
押
し
や
つ
し
今
朝
の

雪春
已
や
饑
菜
摘
心
ひ
と
遠
近
回

雪
し

ろ
に

ど
っ

と

崩

れ

る

①
の

淵

断

崖
匚

み

ど
り

育

く
心

蕗

の
盤

掛

け
千

し

の
若

生

昆

布

納

屋

か

く

朽

三
上

敏

額

づ
き

て
只

曼
ん

と

な

く

人
つ

彼

岸母

の

忌

や

春
の

真
の

降

る

日

な

り

う

る

わ
し

き
別

れ
来

た

朽

り

卒

業

歌責

護
婦

と

な

る
優

し

き

子

卒

業

可

み

ち
の

く
は

日
の

色
淡

く
春

寒

し

西

谷

翆
水

帰

白
鳥

の

影

荼

く
去

り

無

人

駅

若

山

悦
子

咲

き

初
め

し

水
仙

ず
つ

寸

ぐ
誕
生

日母

の
日

の

包

は

赤
し

開
け

見

ん

大
石

健

次
郎

春

寒
し

空

突

く

梢

⑤

そ

る
九

冴

九

返

る
犇

め

く

梢
の

佰

紅

し

か

た

く
り

の
下

向

く
花

や

逝

き

果

て

し
一
人

静
揺

れ
て

果
亡

の

人

と

な

り

一
輪

草
し

ろ
し

老
の

葬
つ

づ
く

四
月
十
日
、
内
藤
・
柳
田
両
氏
と
福
浦

伊
勢
堂
の
趾
へ

扞

み
の

滅

び
し
趾

た
だ

蕗

の

菩

石

崩

朽
廃

趾

び

っ
し

り

ア

イ

ヌ

贊

号

明
久
で

盛

衰

古
今

伊

勢

堂
趾

短

歌島
野

房
子

恠
託
児
に
と
○
く
む
我
机
の
齢
忘

行
ひ
び
く
電
話
の
孫
の
可
愛
さ

振
り
出
し
匸

戻
つ
し
う
ち
口
論
を

続
け
て
二
人
若
さ
あ
ふ
れ
る

川
岸
キ
ョ
子

し
ん
し
ん
と
毋
の
雪
降
り
過
ぎ
ゆ

け
ば
無
為
に
蔗
る
る
刻
み
つ
め
お

り過
回
ゆ
き
し
幾
春
想
う
洽
へ

匚
潮

の
ひ
き
た
る
砂
光
り
い
る

沈
丁
花
季
移
り
き
て
い
ち
早
く
白

き
小
粒
の
饋
増
し
ゆ
く
若
山

悦
子

嘘
を
つ
く
才
覚
七
な
く
眺
め
い
る

四
［
月
の
陽
の
中
桜
咲
き
満
つ

彼
の
人
の
暮
し
と
我
を
隔
て
た
る

発
信
音
の
朧
き
数
え
し

思
い
出
の
街
の
変
遷
見
匚
ゆ
け
り

記
憶
の
中
の
ジ
ャ
ズ
を
な
ぞ
つ
つ

冬
越
し
の
リ
レ
ゴ
の
歯
ご
た
え
悲

し
か
つ
保
身
の
た
め
に
覚
え
し

戸

葉⑤
匕
机
し
赤
さ
造
花
ひ
と
つ
あ
り

夕
飼
の
家
旅
語
う
つ
窓
辺
匸

才
牛
づ一
－

ル
ふ
い
匚
回
り
て
Ｉ
う

三
つ
祀
き
音
廿
り
誰
か
恋
し
さ

薊
食
心
歯
匚
さ
や
さ
や
と
頼
さ
え

も
生
几
初
心
頃
は
み
な
美
し
き



保

健

婦

だ

よ

り

忘

れ

て

い

な

い

か

結

核

の

恐

ろ

し

さ

進

ん

で

受

け

よ

う

結

核

検

診

結
核
は
依
然
と
し
て

最
大
の
伝
染
病

今
で
も
こ
ん
な
に
…
…
囗・

一
年
間
に
結
核
で
死
亡
す
る
人

五
、
三
〇
〇
人

一
年
間
に
新
し
く
結
核
に
な
る
人

六
三
、
〇
〇
〇
人

結
核
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人

一
九
〇
、
〇
〇
〇
人

結
核
に
か
か
っ
て
い
る
人

三
九
三
、
〇
〇
〇
人

結
核
は
治
っ
て
も
、
肺
機
能
の
低

下
な
ど
に
よ
り
他
の
病
気
を
併
発

し
て
死
亡
す
る
例
が
増
え
て
い
ま

す
。結

核
検
診
で
肺
ガ
ン
も
発
見

肺

ガ
ン
は
、
近
年
驚
く
ほ
ど
の
勢

い
で
増
え
て
い
ま
す
。

結
核
検
診
で
肺
ガ
ン
も
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
肺
炎
、
肋
膜
炎
の

よ
う
な
肺
や
肋
膜
の
病
気
の
ほ
か

に
、
心
臓
の
形
の
異
常
か
ら
心
臓

の
病
気
も
み
っ
か
り
ま
す
。

ま
ず
予
防
…
…
決
め
手
は

年
に
一
度
の
胸
部
検
査

結
核
は
、
早
期
発
見
で
適
切
な

治
療
に
よ
り
、
完
全
に
、
短
期
間

で
治
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
す
ぐ
医
療
機
関
へ

結
核
や
肺
ガ
ン
は
、
…

…
…

七
牛
、
タ
ン
が
長
び
く
（
二
週
間

以
上
続
く
）
・
タ
ン
に
血
液
が
混

じ
る
・
微
熱
が
続
く
：
：

な
ど
の

カ
ゼ
の
長
び
い
た
よ
う
な
病
状
が

伴
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
ま
よ
わ

ず
医
療
機
関
へ
行
っ
て
健
康
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

結
核
検
診
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が

巡
回
し
ま
す
。
巡
回
日
程
は
、
六

月
二
十
五
日
出
上

下

八
日
窗
ま

で
の
四
日
間
で
す
。
各
地
区
の
巡

回
日
程
は
後
日
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
合
せ
て
、

保
健
婦
が
血
圧
測
定
も
行
い
ま
す
。

全
村
で
男
八
一
〇
名
、
女

二

白

三
一
名
、
計

二

八
三
三
名
の

対
象
（
四
十
歳
以
上
の
事
業
所
、

共
済
な
ど
除
い
た
数
）
に
対
し
て
、

男

二
一
七
名
、
女
二
三
三
名
、
計

三
六
〇
名
、
二
〇
％

の
受
診
率
で

し
た
。
働
き
ざ
か
り
の
男
性
（
四
〇
～

六
四
歳
）

の
対
象
五
六
三
名
に
対

し
て
、
わ
ず
か
八
四
名
と
約
一
割

程
度
の
受
診
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
。

ぜ
ひ
今
年
は
、
一
家
の
柱
で

あ
る
男
性
も
受
診
す
る
よ
う
、
家

族
か
ら
も
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
胃
腸
痼
検
診
・
便
潜
血

検
査
の
日
程
は
、
六
月
一
七
日
㈲

上

一
十
一
日
記
ま
で
の
五
日
間
で

す
。
地
区

ご
と
の
日
程
は
後
日
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
割
り
当
て
ら
れ
た
日

程
で
都
合

が
ど
う
し
て
も
悪

い
場

合
は
、
係
に
申
し
出
て
日
程
を
変

更
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

集

団

検

診

の

メ

リ

ッ
ト

集
団
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た

ガ
ン
と
、
病
状
が
出
て
か
ら
病
院

に
か
け
込
ん
だ
ガ
ン
と
を
比

べ
ま

す
と
、
集
団
検
診
は
二
倍
近
く
良

く
治
り
ま
す
。

集
団
検
診
で
は
、
そ
れ
だ
け
多

く
早
期
ガ
ン
を
見
つ
け
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
治
療
費
も
少
な

く
て
済
み
ま
す
。
胃
ガ
ン
で
は
、

早
期
に
み
つ
か
っ
た
ガ
ン
は
、
進

行
し
て
い
る
ガ
ン
の
二
分
の
一
安

く
な
っ
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
大
切
な
こ
と

は
、
早
期
に
み
つ
か
っ
た
ガ
ン
は

簡
単
な
治
療
で
済
む
た
め
、
後
に

障
害
を
残
寸
こ
と
が
少
な
く
、
社

会
復
帰
が
早
い
こ
と
で
す
。

地区別受診状況

年令別受診状況

五

月

の

行

事

７

囗

ツ

反

（
予

防

接

種

）

９

囗

Ｂ

Ｃ

Ｇ

（

ク

）

１４ １３

９ ９

〕

ツ

反

（

ク

）

１５

日

１６

日

〕

Ｂ

Ｃ

Ｇ

（

ク

）

２０
日
〕
学
校
結
核
検
診

２１
日

２３
日

乳
児
二

歳
半
児
健
康
相
談

献
血

四

百

宍

２９
日

生
ワ
ク
チ
ン

３０
日

乳
児
健
診



税
務
だ
よ
り

領収書や
契約書と
印紙税

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
の
な
か

で
、
作
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
す
る

文
書
の
な
か
に
は
、
領
収
書
や
売

買
契
約
書
な
ど
の
よ
う
に
、
印
紙

税
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
は
、
印
紙
税
が
か
か
る

文
書
を
忤
っ
た
人
が
、
そ
の
文
書

に
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙
を

は
り
、
消
印
を
す
る
こ
と
で
納
付

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

契
約
書
な
ど
に
は
、
忘
れ
ず
に

収
入
印
紙
を
は
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
へ
ど
う
ぞ
。

税のしくみ国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
の
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な

る
よ
う
に
、
道
路
や
上
下
水
道
の

整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の

よ
う
な
行
政
活
動
を
通
じ
、
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
財
源

は
、
私
た
ち
が
税
金
と
い
う
形
で

負
担
し
て
い
ま
す
。

税に不服の
あるときは

税
務
署
長
の
行
っ
た
税
額
の
更

正
や
決
定
あ
る
い
は
財
産
差
押
え

な
ど
の
処
分
に
つ
い
て
納
得
が
い

か
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
署
長

に
対
す
る
「
異
議
申
立
て
」
や
国

税
不
服
審
判
所
長
に
対
す
る
「
審

査
請
求
」
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
仙
台
国
税
不
服
審
判
所
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

※
仙
台
国
税
不
服
審
判
所

昔
○
二
二
二

こ
一
二

七
五
六
一

年
金
だ
よ
り

保

険

料

の

免

除

に

つ

い

て

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
が
、

ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
知
事
に

対
し
て
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

承
認
さ
れ
る
の
は
原
則
と
し
て
前

年

の
所
得

が

Ｉ
〇
六
万
円

未
満

（
給
与
所
得
、
四
人
世
帯
の
場
合
）

の
と
き
に
隕
ら
れ
て
お
り
、
期
間

は
当
該
年
度
だ
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。

免
税
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
年
金
額
が
納
め
た
と
き
の
三

分
の
一
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
が
、

十
年
前
ま
で
の
分
で
あ
れ
ば
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。手
続
き
は
七
月
末
ま
で
に
、
印

繿
と
納
付
案
内
所
を
持
っ
て
民
生

相
談
課
国
民
年
金
係
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

国

民

年

金

の

受

給

者

は

現

況

届

を

出

し

て

下

さ

い

次
の
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

・

障
害
年
金

・

母
子
・
準
母
子
年
金

・

遺
児
年
金

・

寡
婦
年
金

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

に
は
、
四
月
中
に
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で
、
必
要
な
こ
と
が
ら
を
記
入

し
指
定
さ
れ
て
あ
る
人
は
診
断
書

を
添
え
て
五
月
末
ま
で
に
民
生
相

談
課
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

出
し
忘
れ
ま
す
と
年
金
の
支
払

い
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

昭和６０年度納期限一覧表



青

森

行

政

監

察

事

務

所

沙
石

総
務
庁
で
は
、
当
村
住
民
の
行

政
に
関
す
る
苦
情
等
の
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
を
手
助
け
す
る
た

め
、
次
の
方
を
「
行
政
相
談
委
員
」

に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

氏
名

大
石
健
次
郎

住
所

佐
井
村
字
長
後
六

電
話

三
八
－

五
四
二
二

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
、
電
話
、

手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
相
談
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
は
、
秘
密
を
守
り
親
身

に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
相
談
の
内
容
は
、
役
所
の
仕
事

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も

よ
く
、
例
え
ば
、
役
所
の
仕
事
が

遅
い
、
不
親
切
だ
、
納
得
で
き
な

い
、
法
律
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な

い
等
、
日
頃
お
困
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
不
満
に
思
っ
て
い
る
こ

と
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

人

椎

奪
籘
菩

吽
夥
非

し
ぢ
ぜ

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

樋
口

秀
次

太
田

正
三

加
賀
亀
水
重

氏

名

⑩

二
二
六
九

谷

四

二

元

⑨

二
六
〇
六

電
話
番
号

毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り
の

と
き
は
、
青
森
地
方
法
務
局
む
つ

支
局
、
ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権

擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に

つ
い
て
考
え
、
明
る
く
、
住
み
よ

い
、
豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
ま

大
間
地
区
防
犯
協
会
佐
井
支
部

春
の
行
楽
期
、
農
繁
期
に
多
発

す
る
盗
難
、
暴
力
、
覚
せ
い
剤
事

犯
等
各
種
犯
罪
の
予
防
と
少
年
非

行
を
未
然
に
防
ぎ
、
さ
ら
に
資
源

保
護
の
た
め
の
密
漁
防
止
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
四
月
二
十
一
日
か

ら
五
月
二
〇
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

に
わ
た
っ
て
春
の
防
犯
運
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
で
、

平
穏
な
明
る
い
村
民
生
活
を
確
保

す
る
た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

悪

灘

蓍

妻

恋

⑩

多

考

」｛｝ｙ’
｛
’

＝
大
間
警
察
署
＝

最
近
の
全
国
的
な
犯
罪
情
勢
を

み
ま
す
と
、
犯
罪
発
生
件
数
は
増

加
傾
向
を
示
し
、
内
容
的
に
も
サ

ラ
金
返
済
苦
を
原
因
と
す
る
凶
悪

犯
罪
な
ど
が
多
発
し
、
青
森
県
内

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

犯
罪
の
捜
査
活
動
は
、
警
察
の

力
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
ど

う
し
て
も
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん

の
一
言
の
情
報
が
、

困
難
な
事

件
を
一
挙
に
解
決
に
導
く
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
犯
罪
に
関
し
て
、
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
て
知
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
通
報
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願

い
し
ま

す

。

愛

の

血

液

勣

け

翕

い

運

動

献
血
を
す
る
人
が
、
年
々
増
え

て
い
ま
す
。
で
も
、
血
液
が
心
要

な
忠
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

病
気
や
交
通
事
故
に
伴
っ
て
血
液

の
需
要
は
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

＝
あ
な
た
も
献
血
に
ご
協
力
を
＝

あ
な
た
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
血

液
を
有
効
に
す
る
た
め
、赤
血
球
、

血
板
な
ど
の
成
分
に
分
離
し
、
患

者
さ
ん
が
必
要
と
す
る
だ
け
を
輸

血
す
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
あ
な
た
の

血
液
は
二
、
三
人
の
患
者
さ
ん
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

移動採血の日程

春
の

清
掃
指

導
を
行
い

ま
す

五
月
は
、
春
の
大
掃
除
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
冬
の
季
節
風
や
春
の

強
風
で
、
家
具
の
う
ら
な
ど
に
ホ

コ
リ
が
た
ま
っ
て
い
ま
す
。
梅
雨

を
控
え
て
カ
ビ
の
発
生
や
害
虫
を

防
ぐ
意
味
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け

大
掃
除
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。掃
除
や
整
理
螫
と
ん
ぼ
、
精
神

衛
生
の
た
め
に
も
大
切
で
す
。
普

段
手
の
届
き
に
く
い
押
入
れ
や
物

置
、
流
し
の
下
、
外
回
り
な
ど
を

重
点
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

廃
品
類
は
、
突
風
や
雨
の
こ
と

も
考
え
て
、
き
た
ん
と
ヒ
モ
で
結

び
、
ゴ
ミ
の
回
収
日
に
あ
わ
せ
て

ま
と
め
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
き
は
、
そ
ば

に
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
と
、
だ
れ
か

が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
思
わ
ぬ
突
風
で
燃
え
広
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

春の清掃指導日程



第

二

管

区

海

上

保

安

部

か

ら

お

し

ら

せ

五
月
九
日
か
ら
五
月
十
八
日
ま

で
、
佐
井
港
の
水
路
測
量
を
別
図

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

佐 井 港

昭和６０年

商

業

統

計

調

査

五
月
一
日
現
在
で
実
施

通
商
産
業

省
で

は
、
昭
和
六
十
年

に皿
月
一
日
現
在
で

商
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
。
商
業
の
国
勢
調
査
”

と
も

い
か
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国

の

商
店
の
分
布
状
況

や
販
売
活
動

の
実

態
お
よ

び
商
品
の
全
国

的
な
流
通
状

況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全

い
ｓ
ｅ

一

●
・

囚
の
卸
売
業
、
小
売
業

を
営
ん
で
い

る
す

べ
て
の
商
店
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、

流
通
機
構

の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を

進
め
る
う
え
で

重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
多
く
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
商
店
が
経
営
指
針
を
作
る

際
に
も
広
く
役
立
っ
て
い
ま
す

。

調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
、
商

店
を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票

に
記
入

し
て

い
た
だ

い
て
回
収
す
る
と
い
う

方
法
で
行

い
ま
す
。

提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
統
計
法

に
よ
り
厳
重
に
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す

の
で
正
確
な
申
告
に

ご
協
力
く
だ
さ

い
。

自 衛 隊 募 集

二
等
陸
士
、
二
等
海
士
及
び
二

等
空
士
と
し
て
採
用
す
る
陸
上
自

衛
官
、
海
上
自
衛
官
及
び
航
空
自

衛
官
の
昭
和
六
十
年
度
第
一
次
募

集
期
間
、
採
用
試
験
の
期
日
等
が

次

の
と

お
り
決
定

し

ま
し
た
。

役
場
民
生
相
談
課
（
内
線
２８
）
で
、

募
事
務

の
取

次
し
て

い
ま
す

の

で
、
応
募
者
は
電
話
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

募

集

期

間

昭

和

６０

年

４

月

１

冂

か

ら
６

月

３０

ま

で

試

験

期
日

募

集

期

間

中

随

時

（
受

付

時

に

通

知

）

試

験

場

む

つ
市

小

川

町

一
－

九
－

一

自

衛

隊
青

森

地

方

遽

絡

部

む

つ

募

集

事

鏥

所昔

（
２２

）

七

四

八

回

火事、緊急の場合は

１ １ ９ 番 ヘ

サイレンの試験日は毎月
１日、１５日（正午）

佐井消防分署 ０３８－２２６６

幸福は家族みんなの対話と協力から

第 三 日 曜 日 は

家庭の日



自
転
車
・
バ
イ
ク
の
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
春
の
行
楽
期
を
む
か

え
、
自
動
車
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

自
転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
を
利
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全

運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
自
転
車
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

っ
ぎ
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
体
口
合
っ
た
自
転
車
口
剰
る
。

サ
ド
ル
を
ま
た
い
で
、
両
足
が

址
面
に
つ
く
程
度
の
も
の
を
選
び

▽
手
口
物
を
持
っ
て
乗
う
な
い
。

カ
サ
を
さ
し
た
り
、
洵
を
手
ヤ

ケ
ノ
ド
ル
に
下
げ
た
り
し
て
乗
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自

転
車
に
乗
り
な
が
ら
大
を
引
く
の

も
危
険
で
す
。

▽
乗
る
前
に
⑤
ず
整
備
し
て
畜
く

ブ
レ
ー
キ
、
反
射
器
、
ベ
ル
、

ラ
イ
ト
は
常
に
点
検
し
、
不
良
個

所
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
直
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
大
型
車
の
巻
込
み
事
故
に
注
意

大
型
車
は
、
左
方
お
よ
び
後
方

に
運
転
車
席
か
ら
見
え
に
く
い
個

所
が
あ
る
の
で
、
左
側
を
通
行
し

て
い
る
自
転
車
は
巻
込
ま
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
バ
イ
ク
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

っ
ぎ
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
乗
車
前
に
は
⑤
ず
点
検
、
整
備

を
す
る
。

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
⑤
ず
着
用
す
る
。

▽
止

ま
っ
て
い
る
車
の
ド
ア
ガ
開

く
二
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

▽
右
折
、
左
折
の
と
き
は
早
め
已

方
向
指

小
器
を
点
滅
さ
せ
る
。

▽
カ
ー
ブ
を
韭
る
と
き
は
手
前
で

十
分
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
寸
。

以
上
の
他
に
、
二
人
乗
り
、
飲

酒
運
転
、
ジ
グ
ザ
グ
運
転
な
ど
危

険
な
行
動
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

人

は
幾
つ
に
な
っ
で
も
希
望
を

い
だ
い
て

い
る
。
生
ま
れ
て
か
ら

死
ぬ
ま
で
希
望
を
す
て
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
作
家
で
「
宝
島
」

や
「
ジ
キ
ル
と

バ
イ
ト
」
を
晝
い

た
ス
テ
ィ
ブ
ン

ブ
匸
一
会
甲
尭
四
）

の
こ
と
ば
で
あ

る
。

た
し
か
に
、
人
は
だ
れ
し
も
希

望
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
。

ひ
ど
い
め
に
会
え
ば
、
や
が
て

運
が
向
い
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
、

体
の
弱
い
者
は
、
い
つ
か
は
丈
夫

に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

少
年
時
代
に
は
、
人
生
に
か
け

る
希
望
が
大
き
く
て
、
善
行
を
積

み
、
財
産
に
恵
ま
れ
、
名
を
後
世

に
残
し
た
い
と
考
え
る
が
、
お
と

な
に
な
る
に
つ
れ
、
夢
は
し
ぼ
ん

で
人
生
の
ほ
か
な
さ
を
感
じ
る
よ

う
に
な
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
希

豈
を
限
こ
そ
ぎ
哭
っ
て
し
ま
う
訳

で
は
な
い
。
壮
年
期
に
は
壮
年
に
ふ

さ
わ
し
い
希
望
が
、老
人
に
は
老
八

ら
し
い
希
望
が
あ
る
。
そ
れ
が
な
ど

て
は
生
き
ら
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
ブ
ン
ソ
ン
は
、
人
間
を

は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
し
、「
希
望

に
満
ち
て
進
む
こ
と
は
、
到
達
ず

る
こ
と
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
こ
ん

だ
ブ
と
続
け
て

い
る
。
夢
や
希
望

を
持
つ
こ
と
は
、
人
間
の
生
き

Å

原
動
力
と
な
る
も
の
で
す
。

（
田
鎖
善
治

記
）

朏 励 と自 Ｕ合 。５

ヽ
区

倣 詢諂安全

自転車を安全回乗りこなすためには、正し

い姿勢で乗ることが大切です。では、どんな

姿勢がよいのでしょうか。サドル回またがっ

で、両手でハンドルを持ったとき、上半身ガ

ハンドルの方可こ少Ｕ頃くような姿勢です。

この姿勢だと、重心が自転車の中心回くる

のでバランスガとりやすくなつまず。つまり、

正しい姿勢で自転車に乗ることが安全運転の

第一歩なのです。

そのためには、サドルとハンドルの高さの

調整万必要です。もし、サドル回座ってみて、

上体万言っすぐ口立ったようにはったり、⑤

要以上口かがみ込心ようだったら、自転車店

でサドルとハンドルの高さを正しく調整して

もうい書しよう。

正
し
い
姿
勢
か

安
全
に
つ
な
か
る

正しい
乗車畚勢

（

Ｉノ
ド
ル

と

サ

ド
ル
の

高

さ
の
関

係

心

自 転車編



缶
｝の

塗
り

薺
え
は

生

命

を

お

び

や

か

す

Ｉ

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
扱
い
方
－

バ
イ

ク
好
き
の
Ａ
少
年
（
１６
）が

乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
少
年
は
バ
イ
ク
か
ら
飛
ば

さ
れ
て
道
路
に
た
た
き
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
少
年
の
か
ぶ
っ
て
い
た

ワ
ル

ツ
エ
ー
ス
の
ヘ
ル
メ

。
卜
も

づ
フ
バ
ラ
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

乗
車
用
ヘ
ル
メ

。
卜
は
「
特
定

製
品
」
で
す
。
こ
れ
は
国
が
決
め

た
安
全
基
準
を
守
っ
て
製
造
さ
れ

た
も
の
で
な
い
限
り
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の

製
品
に
は
必
ず
「
Ｓ
」

マ
ー
ク
が

添
付

さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
Ａ
少

年
の
ヘ
ル
メ

。
卜
に
も「
Ｓ
」
マ
ー

ク
は
っ
い
て
ぃ
ま
し
た
。

Ａ
少
年
の
ヘ
ル
メ

。
卜
が
バ
ラ

づ
フ
に
壊
れ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。
実
は
少
年
は
白
い
ヘ
ル
メ
ヨ
ト

を
自
分
の
手
で
黒
く
塗
り
替
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
も
使
用
さ
れ
た

塗
料
は
有
機
溶
剤
を
含
む
も
の
で

し
た
。
そ
の
た
め
ヘ
ル
メ
ヨ
ト
の

材
料
が
お
か
さ
れ
て
も
ろ
く
な
っ

て
い
て
、
落
車
の
シ
ョ

。
ク
で
壊

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

バ
イ
ク
フ
ァ
ン
の
間
で
は
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
好
み
の
色
に
塗
り
替

え
る
こ
と
が
流
行
し
て
い
ま
す
が
、

Ａ
少
年
の
例
に
み
る
よ
う
に
こ
れ

は
た
い
へ
ん
危
険
な
こ
と
で
す
。

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
正
し
く
か
ぶ
ら
な
い
と

頭
部
の
保
護
に
な
り
ま
せ
ん
。
取

扱

い
説
明
書
に
従
っ
て
き
ち
ん
と

か
ぶ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

色の塗り替えは強 度を

弱くするのでｋやめましょう／

歳時記・

ゴールデン・ウィーク

四

月

二

十

九
日

の
天

皇

誕

生
日

に
始

ま

り
、

五
月

三
日

の
憲

法
記

念

日

、

五
月

五
日

の
二

ど
も

の
日

と
、

休
日

が

続

き

ま

す
が

、

特

に

こ

の

週

を
ゴ

ー
ル

デ
ン

ー
ウ

ィ

ー

ク
（
黄

金
週

間

）
と
呼

ぶ
の

は

、
な

ぜ
な

の

で
し

ょ

う

。

こ

の

言
葉

を

、
現

代
用

語

を

解

説
し
た
本
の
外
来
語
の
索
引

で
探
し
ま
し
た
が
、
見
あ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
、

こ
れ
は
和
製
英
語
だ
っ
た
と

気
づ
い
て
ほ
か
を
探
し
ま
匚

だ
が
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か

見
つ
か
ら
ず
首
を
ひ
ね
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
映
画

産
業
の
欄
で
探
し
あ
て
ま
匚

だ
。ゴ
ー
ル
デ
ン

ー
ウ
ィ
ー
ク

と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と

は
映
画
や
演
劇
の
興
行
界
や

遊
園
地
な
ど
の
観
光
業
界
で
使
わ

れ
て
い
た
業
界
用
語
だ
っ
た
の
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
週
は
興
行
・

観
光
業
界
の
か
き
い
れ
時
、
と
い

う
意
味
で
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

も
っ
と
も
、
今
は
一
般
の
人
々

も
「
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ー
ウ
ィ

ー
ク
は
ど
こ
か
旅
行
に
で
も
…
…
’

な
ど
と
連
休
の
代
名
詞
と
し
て
使

う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
祝
日
は
一
年
間
に

何
日
あ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。
十

二
日
で
す
。
こ
れ
ら
の
祝
日
の
ほ

と
ん
ど
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月

三
十
日
に
「
国
民
の
祝
日
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
四
十
八
年
四
月

十
二
日

に
こ

の

法
律

の
一

部

改
正

に
よ

っ

て

、

振
替

休
日

が

決

め

ら
れ

、
日

曜
日

と

祝

日

が

重
な

る

、
い
わ

ゆ

る

。
休

日

の
日

食

”

が

な

く
な

り

、

連
休

は
ま

す

ま

す
大

型

化

し

ま

し

た
。

連
休

の

過

ご
し

方
は

人

そ

れ

ぞ

れ
で

し

ょ

う
が

、

五
月

は

自
然

に
親

し

む

に
は

も

っ

て

こ

い

の
季

節

。

野
山

に
足

を

の

ば
し

て

、

新
緑

を

見

た

り

、

野
鳥

の

声

を

聴
く

の

も

楽
し
い
も
の
で
す
。
今
年
も
五
月

十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
は

。愛
鳥

週
間
”
で
す
。
休
日
を
野
鳥
と
と

も
に
過
ご

す
の
も
、

な
か
な
か

趣
が
あ
る

の
で
は
な

い
で
し
ょ

う
か
。



少

年

非

行

防

止

と

健

全

育

成

に

つ

い

て

青
少
年
育
成
佐
井
村
民
会
議

か
ね
て
か
ら
、
青
少
年
育
成
の

た
め
に
深
い
理
解
と
協
力
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
ま
た
、
当
村
に
お
い
て
は
、

有
志
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
、
青

少
年
育
成
運
動
の
輪
が
広
が
り
、

着
実
に
そ
の
成
果
が
挙
が
り
つ
つ

あ
り
、
善
ば
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
最
近
県
内
で
発
生
し

た
中
学
生
の
暴
力
に
よ
る
教
師
死

亡
事
件
な
ど
は
、
関
係
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
地
域
住
民
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
佐
井
村
に
お
い
て

は
地
域
的
に
も
社
会
的
に
も
不
安

に
落
ち
入
れ
る
よ
う
な
こ
の
種
の

問
題
行
動
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
少
年
非
行
あ
る
い
は
無
責
任

行
動
な
ど
の
傾
向
は
、
も
し
こ
れ

を
放
置
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
異
常
事
件
に
発
展
す
る
可

能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が

強
く
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
件
の
背
景
に
は
、

家
庭
に
お
け
る
養
育
、
学
校
に
お

け
る
教
育
指
導
の
あ
り
方
、
さ
ら

に
は
社
会
環
境
や
友
人
関
係
な
ど

が
複
合
し
て
い
ま
す
が
、
単
に
親

の
問
題
、
学
校
の
問
題
で
は
な
く
、

全
地
域
的
な
課
題
と
し
て

悦
け
取

め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

当
村
民
会
議
と
し
て
も
、
行
政

機
関
や
関
係
団
体
と
緊
密
な
連
携

の
も
と
に
、
青
少
年
の
非
行
防
止

や
健
全
育
成
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
一
層
の
址
域
活
動
が

重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

か
ら
に
は
、
喫
煙
、
怠
学
、
シ

ン
ナ
ー
遊
び
、
そ
の
他
青
少
年
の

問
題
行
動
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
と
ら
え
、
厳
し
く
注

意
す
る
だ
け
で
な
く
、
愛
情
を
込

め
た
話
し
合

い
を
重
ね
、
自
覚
を

促
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

青
少
年
の
非
行
や
問
題
行
動
を

防
ぎ
、
健
全
な
育
成
を
図
り
、
青

少
年

の
自
己
成
長
努
力
を
引
き
出

寸
た
め
に
、
親
と
教
師
、
地
域
住

民
が
姿
勢
を
正

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
と
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、

互
い
に
連
携
し
た
地
域
社
会
の
日

常
的
な
努
力
こ
そ
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
、
青
少
年
の

非
行
防
止
と
健
全
育
成
の
地
域
活

動
の
推
進
に
一
層
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

タコ足配線はキケンです

タコ足配線はコードやテーブルタップに無理

な電気が流れ、事故のもとになります。コンセ

ントをふやして電気を安全に使いましよう。

・財東北電気保安協会

う
電 話 級 ア マ チ ュ ア 。

ノ……無 線 技 士：試 験 案 内 ダ………

試験申請書 ６月１日出から

の受付期間 ６月２５日まで

試験の日時 ８月２０日から８

月２３日までの指

定する日時

試験の場所 青森市民文化会

館

試験手数料 ２，０６０円

試験申請書 〒９８０仙台市中

央４丁目９－１３

仙台ホリビル

顯無線従事者国

家試験センター

東北支部

満１歳になります

井 上 孑し 二 ちゃん
（武男・律子）
大 佑 鼻

戸 籍 の 窓 口

４月１３日現在

○お 誕 生 お め で と う

樋口 友紀（秀視）古佐井

鹿島 繁公（政喜）原 田

北田 悠一（ 豊 ）光佐井

蒔田 裕太（：ぼミ利）古佐井
岡村 祐樹づ 拮 ）古佐井

○ご 結婚 お め で と う

（貪光 力 古佐井

工藤 美奈子 光佐井
（棚池 利隆 多賀町

加藤 順子 大佐井

●おく やみ申し上げます

工藤 保夫（アサ）川 目

加藤 俊一（トヨ）大佐井
木下 ヨコ（：正勝）長 後

舘脇 れい（義一）矢 越

宮川 きっ（年瞶）大佐井

横浜 清吉（ぬい）光佐井

佐藤 きく（一雄）原 田

４月１日現在人口（前年比）

男 ２，０４１ （－２８）

女 ２，０３４ （－３７）

計 ４，０７５ （－６５）

世帯数 １，１２５ （－１６）
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